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出身高等学校種別による
性差に関する意識調査研究

教育学研究室 橋本紀子教授

保健養護専攻 巴三和・長沼愛

研究目的

１）共学校、別学校の教育を受けた者には、そ
れぞれ性差に関する特徴的な考え方が存在
するのかを検討する。

２）今後の男女別学校教育の在り方と課題を検
討する。

研究方法

１）関連資料及び文献の収集と検討

２）埼玉県内の公立高校（共学校、男子校、女
子校）での学校参与観察

３）本大学の1・２年生を対象とした質問紙調査
Ⅰ．文献研究

ジェンダーとは

社会的
性別

セックス

性役割

セクシャリティ

性自認

性別そのもの

性差

社会的・文化的性

「人は女に生まれない。
女になるのだ」

ジェンダーバイアスとは？

男
女

固定観念

男女別学校減少の背景

• 法整備

１９４７年 教育基本法・
学校教育法成立

１９８５年 男女雇用機
会均等法

１９８９年 高等学校「学
習指導要領」の改訂

１９９９年 男女共同参
画社会基本法
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Ⅱ．質問紙調査
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質問紙調査の概要
【調査目的】
共学校、別学校の教育を受けた者には、それぞれ性差に
関する特徴的な考え方が存在するのかを調査するため。
【調査対象】
女子栄養大学の学生
栄養学部一部
実践栄養学科 1年生
保健栄養学科保健養護専攻 2年生

【調査方法】
授業終了前に説明、配布、記入、回収を行った。
【調査期間】
平成22年11月8日～平成22年11月11日
【回収部数】
栄養学部一部 実践栄養学科 1年生 217部

保健栄養学科 保健養護専攻 2年生 63部
計280部（全無回答を除く）

質問紙調査の枠組み
【調査の枠組み】
下記の通り、大きく１１項目に分けて調査を実施した
（【】内は質問番号）。
【１】：出身高等学校種別
【２】：ジェンダー観、性別役割分業観
【３】：結婚観
【４】：就労観
【５】【６】：女子校、共学のイメージ
【７】：自らの性に関する肯定観
【８】：高校時代の悩み・心配事について
【９】：進路に影響を及ぼした人物
【１０】：教員から受けた期待
【１１】：保護者の就労形態
【１２】：保護者から受けた期待

質問紙調査の結果と考察

N=280

%

全国比率（全国学校要覧２００７）

公立共学校 ７５％

私立共学校 １６．９％

公立女子校 １．４％

私立女子校 ６．５％

共学校出身者と女子校出身者で
有意差が見られた項目

ジェンダー観 保護者からの期待

「男らしい」「男のくせに」

などの言葉をよく使う

「進学すること」 「結婚して家庭を築くこと」

女子校女子有意に高い 共学校女子有意に高い
共学校女子有意に高い

共学校
女子校

質問紙調査から見えてきたのは・・・

ジェンダー平等 ジェンダーバイアス

ジェンダー平等

家事や育児は夫婦
の中で役割分担をき
ちんとすべきだと思う

デート費用は男
性が払うべきだ

『女性が働く』こと
についてどう思い
ますか

ずっと働くが1番多い80％程度が賛成
70%以上払うべきだと
考えていない

ジェンダーバイアス

性欲は男性のほう
が強いと思う

学校の出席番号が男子
から始まるのはおかしい

化学や物理の実験は男
子のほうが得意だと思う

男子のほうが得意だと
50％程度の者が回答

おかしいと考えてい
るものは30％に満た
ない

男性の方が強いと80％
以上が考える

学校での

ジェンダーバイアス再生産
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ジェンダー観の中身は・・・

ジェンダー平等

家事・育児
デート費用

ジェンダーバイアス

学校
異性に対して

質問紙調査のまとめ

• 出身高等学校種別による意識に関して、ジェ
ンダー観や性別役割分業観に大きな違いは
見られなかった。

• 調査対象者である現代の女子大生は「女性」
であることを楽しみ、自由なライフスタイルを
望むという面において、ジェンダー平等意識
が高かった。

• しかし社会や学校に深く根付いているジェン
ダーバイアスには、気付いていない。

Ⅲ、学校参与観察の結果と考察

学校参与観察の概要
・参与観察学校

①埼玉県立高等学校(共学校)
②埼玉県立高等学校(男子校)
③埼玉県立高等学校(女子校)

○いずれも埼玉県内では進学校とされている学校を対象とした。

・日程

①１０月 ９日（土）
②１０月 ２３日（土）
③１０月 ３０日（土）

○それぞれ学校説明会、学校公開日に参与観察を行った。

共学校

男女別々の授業形態を取っている

男女混合名簿を採用している

学校教育に内在するジェンダー観の

矛盾の中で生活を送る生徒の存在

選択教科に男女差が見られることや、

英語科に女子生徒が多いこと

社会のジェンダーバイアスを
受け取っている可能性

別学校

埼玉県の公立別学高校

・別学校の伝統を存続させること

・プライド

・エリート意識

ジェンダー平等実現

のための本質

「男子のみ」の特性、

「女子のみ」の特性の利点

「進学実績」などの点を、

男女が別に学ぶことへの利点

すり替えている可能性

学校参与観察のまとめ

・３校で雰囲気が異なる

・一般に言われる「男」「女」で単純には括れないこと

別学校 共学校

目に見えるジェンダー平等の面からもジェ
ンダーバイアスを内在化させる可能性

多様な人間交流の機会を減少させる

内部で独特な集団を形成し、共学校より
も外部に対し内向的

目に見えるジェンダー平等の形

多様な人間関係の構築

一般社会との連続性の強さは社会の
ジェンダーバイアスを受け取ってしまう
可能性を高める

「男」「女」と役割が決め付けられる可能性
「男」「女」の役割に縛られず、個性
や能力を伸長し自己実現できる環境

Ⅳ、最後に
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男女別学校のこれから

別学校 共学校

無意識のジェンダーバイアスの構築の一端を担う可能性

ジェンダー平等に基づく社会の創造

多様な人間交流の機会を減少させる要因となり得ること

社会に見える形で、性別を「男」と「女」に限定した考え
方を助長する可能性

ジェンダー平等教育

男 女

「隠れたカリキュラム」の見直し

子供たちにジェンダー平等の視点を享受する

ご静聴ありがこうございました

三和よ
愛よ


